



































































































































































































































































































































































































限定対象 分類名称 規模（万人） 戸籍所在地 生活地域／受教育地域 親との居住関係
農民工の学齢児童 「 童」 660 農村 都市 同居
(通常６ 戸、－ 14歳） 「 童」 2290 農村 農村 同居／別居
人間社会環境研究第15号２００８．３１００
工の半数以上は毎月500～800元の収入（2005年）
なので，物価が高い都市部では生活費用より子ど
もの教育費用の方がより大きな負担となっている。
その意味で，公共的資源である義務教育を受け
る国民の権利が，都市部に住む低収入の農民工の
子どもには実質的に保障されていないということ
ができる。一方で，「借読」問題については都市住
民の感情問題もある。学校独自の判断で，農民工
の子どもに当該地域で他の子どもと同じように義
務教育を保障するとしても，その学校に子どもを
通わせている都市住民から反発がよく出る。
その理由の一つは，農民工の子どもは都市に来
るまでは，農村の学校教育を受けていたため，学
力が都市部の子どもより相対的に低いことである。
また農村と都市の衛生面，生活習'慣あるいは言語
発音（地方方言もある）などの違いが，学校の教
育活動と都市住民の子どもに影響を与えるという
ことも理由にされている。公立学校に入っても都
市部の生徒の軽視や冷たい雰囲気にさらされるた
め，子どもたちは，公立学校に入りたくないとい
う気持ちも多少もっている。このような経済的及
び心理的理由から，農民工は子どもの教育機関を
選択するとき，ほとんどが「民工子弟学校」を選
ぶようになった。
の教育を受ける責任を担い，主に全日制小中学校
に入学させることを求めた。これを受けて，２００６
年６月には「中国人民共和国義務教育法」が修正
され，流入先地域で「流動児童」の義務教育の責
任を担うことが正式に法律によって定められた。
以上の内容に受けて，農民工の「流動児童」が
流入地において義務教育を受ける方式が，①公立
学校への「借読｣，②“貴族学校，，（主に私立の学
校であり,公立学校と比べれば,教育施設が完備，
高額の教育費用、寄宿や半寄宿制の特徴をもつ）
のような私立学校への入学，③非公式の学校組織
である「民工子弟学校」への入学の三つに整理さ
れた。次に大部分の農民工に利用されている「借
読」と「民工子弟学校｣について詳しく紹介する。
(1)公立学校への「借読」
「借読」の起源は1992年に国家教育委員会が公
布した｢義務教育法実施細則」にある。そこでは，
学齢児童・生徒で戸籍所在地以外の地域において
義務教育を受ける者は，戸籍所在地の県級あるい
は郷級教育部門の許可を受けて，居住地人民政府
の関連規定に従って「借読」の申請ができると規
定した。しかし，前述したように中国の義務教育
の経費は全額政府負担ではなく，授業料の一部と
雑費が保護者の負担となり，しかも戸籍以外の児
童・生徒には支出されないため，農民工の子ども
が義務教育をうける場合，学費と雑費に加えて，
「借読費｣を公立学校に支払わなければならない。
1992年の制度施行当時，「借読費」は１学期一人
につき小学校120元,中学校200元が基準とされた'8)。
しかし地域や学校によってその金額は異なってい
た。1998年に上海では平均一学期400元であった。
有名で評判がよい学校の場合は高額の「借読費」
に加えて別の名目の寄付金も支払わなければなら
なかった。2003年北京の調査によれば，農民工の
子どもが北京の公立学校に入るために，一般学生
の学費・雑費以外に毎年2,000～5,000元の寄付金
と一人一学期600元程度の「借読費」を支払ってい
る'9)。さらに各学校では毎年の制服費，映画費，
課外活動や補習クラスなどの費用が加わる。農民
(2)「民工子弟学校」の発展
「民工子弟学校」は文字通り，主に農民工の子
どもを対象とした非公立の簡易学校をさす。多く
は小学校である。一般の学校と比べて規模が小さ
く，施設が粗末で，主に都市部の中心地区から離
れた，多くの農民工が集中する地域あるいは城区
と郊外地域と重なる地域に設けられるという特徴
がある。全国では，北京の「朝陽区｣，「海淀区｣，
「豊台区｣，上海の「徐匪区｣，「長寧区」などの地
域がそれに当たる。
農民工の子どもに対する教育ニーズの増大に対
応して，1990年代初頭に北京・上海のような大都
市で最初の「民工子弟学校」が自発的に設立され
た。1998年以降学校が増え続ける発展段階に入っ
た。1999年４月に北京の「民工子弟学校」が114
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ケ所あり，生徒数はおよそ1.07万人に達した20)。
全国の学校数は明らかにされていないが，新聞報
道によれば，北京には300校（2004年)，上海には
500校（2001年）に上る。南亮進・羅歓鎮の推計に
よれば，北京では農民工の子どもの30％，上海で
は60％が「民工子弟学校」に通っている。全国に
は，およそ200～400万人の農民工の子どもがこの
タイプの学校に通学していると推測される21)。
山口真美の研究では，経営主体や学校の性格に
注目して，上海市の「民工子弟学校」を次の三種
類に分けている。①農民工出身地の地方政府の教
育委員会が主導して流出地に設置したタイプ，②
個人よって設置されたものが，地方政府の教育委
員会がなんらかの形で（例えば教科書，試験の問
題用紙など）協力しているタイプ，③個人が経営
する私塾形のタイプ。この第３のタイプについて
は地方政府の協力がなく，卒業資格も与えていな
い。こうした上海市のような「民工子弟学校」の
状況は，全国的にもみられると考えられる。さら
に,教育当局や地方行政の許可を得ていないのに，
学校から迎えるバス，給食などの有料サービスを
提供することには，「民工子弟学校」が農民工の子
どもの教育問題を解決するという当初の発想から，
徐々に市場化へ向いつつあることがうかがえる。
員や教員資格をもたない人が少なくない。寧波市
の教育局の調査では，当地域の「民工子弟学校」
の教師は教員資格をもつ比率が30％に過ぎない。
教師の給料は低く，大勢の生徒をうけもち，大量
の仕事をしている。一部の学校では教員に対する
基本的権利が無視されている。例えば，休み中の
給料の保障はなく，教員宿舎も狭小。したがって
教員はよい職場が見つかると，すぐに転校あるい
は転職する。
そのため，「民工子弟学校」の教員の転職率は非
常に高くなっている。1999年の北京市の調査によ
れば，2000年度上半期における教員の転職率（調
査対象69クラス）は47.8％となっており，最悪の
場合，－クラスで７人の教員が－学期に入れ替わ
った24)。頻繁に教師が入れ替わることは，生徒に
心理的な不安を与えるため，生徒の学習能力の形
成にも好ましくないことは明らかである。
「民工子弟学校」の生徒も流動`性が高くなって
いる。「流動児童｣は親の転職に伴ってよく転校す
る。学校では新学期の初めには生徒が少なく，日
がたつにつれ徐々に増え，年末になると生徒が親
と一緒にふるさとに帰るので減少するということ
はよくあるケースである。他方，公立学校の子ど
もと比べて，異なる出身地からきた生徒同士が，
休み時間にお互いに自分の故郷の風景，動物，言
葉，飲食および生活習』慣を比較しあい，交流する
ことを通じて，他の地域の友達ができるというメ
リットもあると言われている。
「民工子弟学校」自体も流動'性が高くなってい
る。北京の調査結果によれば，一部の学校は登録
住所がなく，１５％の学校は移転した経験をもって
いる。そのうち，－年間で４回移転した学校もあ
り，ほぼ毎年一回移転する学校もあった。
では，農民工は「民工子弟学校」に対してどの
ように考えているのか。南亮進らの調査結果に基
づいて分析してみる。
表３にみるように，農民工が子どもを「民工子
弟学校」に通わせる主な理由として，“授業料が安
い，’ことと“家に近い”ことが多く挙げられてい
る。北京と上海市ではやや数字が異なるが，全体
(3)高い流動性の「民工子弟学校」
「流動児童」を対象とする「民工子弟学校」の
特徴は，教員，生徒，さらに学校自体も含めて流
動性が高い。広州市の政府特約教育監督員の李偉
成は，「民工子弟学校」について，「ほとんどの学
校の教学条件が不十分で，設備が粗末なため，公
立学校より圧倒的に劣悪な状態である。教員全体
は不安定かつ無資格で日々の教学活動を行ってい
る。教学の質量は低く，主に識字と子どもの管理
を中心に機能している」と述べている22)。このよ
うな「民工子弟学校」が該当地域の70％の「流動
児童」を受け入れ，教育活動を行っている。
教員についてみると，公立学校の教員が教師免
許の資格をもっているのに対し，「民工子弟学校」
の教員はほかの地域からの「民弁教師｣23)，退職教
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表３子どもを民工子弟学校に入学させる理由
(単位：％）
注：１複数回答における構成比．
出所：南亮進・羅歓鎮「民工の都市生活と子弟教育一北京・上海の事例研究」『中
国研究月報』NO701，中国研究所，2006年７月，ｐ８より引用
は義務教育を実施するすべて公立中小学校に，条
件を満たす農民工の子どもを入学させている。
「借読費」も免除することも決定した。2005年２
月には，北京にいる34.5万人の「流動児童」のう
ち，６３．０％が公立学校で借読しており，「民工子弟
学校」への就学は28.6％にとどまっている25)。
しかし,｢流動児童｣の教育問題は楽観できない。
2006年に北京の未認定｢民工子弟学校｣は239ケ所，
在校生徒人数は95,092人である26)。市政府は基本
的に分散，規範，閉鎖の方向で考えており，条件
を満たさない｢民工子弟学校｣を取り締る一方で，
滞在する生徒を－部の公立中小学校に入学させる
方針を取っている。このような政府の政策転換に
より「民工子弟学校」の閉鎖に対して，学校側と
保護者側が強い抵抗姿勢を示した。
2006年７月，北京の「海淀区」の37ケ所の「民
工子弟学校」が区政府の通知によって閉鎖され，
15,000人の生徒を周辺の公立学校に分散して，入
学させることを決めた27)。周辺の公立学校は受け
入れる人数の限界があって，指定された公立学校
には入学しない人が相次いだ。結局，閉鎖された
各「民工子弟学校」は－ヶ月も経ていないにもか
かわらず，区政府の暗黙のもと，再びそのまま開
校することになった。そのほとんどの学校では生
徒数は変わっていない28)。
的な傾向は￣致していることが読み取れる。前述
したように公立学校の場合は「借読費」と寄付金
などの費用がかかる。それと比べれば，毎学期300
～400元の授業料と学費で利用できる｢民工子弟学
校」のほうが経済面な負担は少なくて済む。また
「民工子弟学校」は公立学校より設備が良くない
が,農村地域の学校よりは"教育の質が高い,，，“先
生がよい,，などのメリットをもっている。例えば
相対的に大きい「民工子弟学校」では，一部農村
地域にみられるような複数学級教育ではなく，少
なくとも－学年－クラスであり，英語やパソコン
なども少し教えている。“入学退学の手続きが簡
便，，であることも農民工の仕事にとって好都合で
あり，選択の理由となっている。次に実際に「流
動児童」の教育状況とその問題点を取り上げてみ
る。
(4)「流動児童」の教育現状とその問題点
近年，農民工の子どもの教育問題に対して，政
府は積極的に改革をすすめている｡武漢市は,2004
年３月に公立学校に就学する「流動児童」は現地
の子どもと同じ基準で費用を徴収することを決め，
政府の審査に合格した「民工子弟学校」に入学す
る場合は，市の物価局の公定基準で費用を徴収す
るようになっている。また同年９月から，北京で
項目内容 北京市 上海市
理
由
授業料が安い
家に近い
入学退学の手続きが簡便
先生がよい
教育の質が高い
子供に差別しない
公立学校にいけない
その他
47.2
1７．５
2.4
3.2
6．７
0.8
1７．１
5.2
24.7
35.2
5.0
5.9
9.1
１．８
1２．８
5.5
合計 1００．０ 1００．０
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各地方の公立小中学校にとっては，「流動児童」
を受け入れる人数が多ければ多いほど財政の圧力
は高まる。全国で最初に農民工の子どもの教育問
題の解決を手がけた東莞市の経験によれば，短期
間で｢流動児童｣を公立学校に受け入れることはほ
ぼ不可能である29)。
2000年以後，当該市は市財政の支援によって，
移動してきた｢流動児童｣をほぼ１００％公立学校に
入学させたが，３年間で倍増した生徒数が本来余
裕がある学校に重い負担をかけるようになった。
そこで，市政府は民間学校の設立を支援する方針
に変えた。その結果，「流動児童｣の公立学校の入
学率はやや減少している。
財政力が弱い地方行政にとって，現行の教育体
制の下での｢流動児童｣の受け入れは耐えられない
負担になっている。「分級負担｣という方針により，
各小中学校は所在区（市の下級行政単位であり，
日本の“町,,に相当する）の行政主導と管理に従
うことが決定されたが，国の財政拠出は変わって
いないため,各区,各地域の格差を残したままで，
他地域の子どもの教育支出も支払わなければなら
なくなっている。
「流動児童｣自身の側面から見ても多くの問題が
残されている。一部の適齢児童は農村地域の学校
に入ってから｢民工子弟学校｣へ，さらに，その次
には公立学校に入る。教師の入れ替わりや異なる
教材による教育ということを考えれば，大切な成
長期にある子どもにとっては深刻な問題である。
次にもう一つの「留守児童」の側から教育問題を
検証してみる。
は，農民工の流出が多い四川，安徽,湖南，江西，
河南,湖北などの中西部の省に集中している。「留
守児童」の教育問題はその生活環境とつながって
いる。そこでまず生活環境を調べてみる。
(1)「留守児童」の生活環境
「留守児童」と一緒に住む主体は，異なる社会
関係によって①祖父母の扶養あるいは片親の扶養，
②親戚の扶養，③近隣の扶養，④自己管理の四種
類に分けられる。2005年に漸江省の調査では「流
動児童」と「留守児童」を対象にして教育状況の
比較研究を行っている。ここではその結果から,留
守児童の生活環境の状況を紹介する。全体の調査
対象は516人で,296人の｢留守児童｣のうち,９５．５％
が祖父母と一緒に暮らしており,残りの4.3％の子
どもが他の親戚と一緒に住んでいる。親と一緒に
各地を転々としながら，暮らしている「流動児童」
より，「留守児童」のほうが祖父母と一緒に住む比
率が高いことが示されている。両者を比較した結
果のもとに，この研究は次のように述べている。
①両者は生活の質の点を見れば，あまりに変わら
ない。②子どもの精神および健康についでは，「流
動児童」より「留守児童」のほうがかなり不安定
の状況になっている。③周辺の人間関係の適応に
ついては，「留守児童」は「流動児童」よりうまく
適応していることがある。④将来の夢に対して，
「流動児童」は「個人経営者になりたい｣，「留守
児童」は「大学に進学したい」という回答が圧倒
的多い。
流出する農民工の増大に伴い，今日「留守児童」
の問題は農村教育の盲点となっている。最も大き
な問題は「留守児童」の精神および健康の問題で
ある。多数の子どもが高齢者と一緒に暮らし，高
齢者が子どもの生活を維持するために，親に代わ
って扶養義務を果たしているが，高齢者の身体状
況を考えると，重い負担がかかっていることが理
解できる。
他方で，親と離れている子どもは生理的，心理
的な問題を抱えており，孤独感，冷たい態度，反
抗行動を示す子どもが多くみられる。親の役割を
３．「留守児童」の生活環境とその問題点
「留守児童」とは農民工の親と離れて，片親と
あるいは子どもだけで農村部に残り別居している
子どもをさす。中国人民大学の人口研究所の推計
によれば，全国の「留守児童」の数は2,290万人を
超えている。そのうち，片親と一緒に暮らしてい
る子どもは56.4％であり，祖父母の扶養で暮らし
ている子どもが32.2％である30)。これらの子ども
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になっていることが確認できる。生活環境，心理
問題，成績低下，身内安全問題などの問題を解決
しなければ，2,290万人にも上る「留守児童」の教
育問題が子ども自身の個人的問題にとどまらず，
社会全体の発展にも影響を及ぼすことになる。こ
うした家庭教育問題の解決のためには，親を中心
とした家庭教育以外に，社会教育と学校教育が親
子の分離した子どもの成長過程に関与し，見守る
役割を果たす必要がある。しかし，それはまだ不
十分といえる。
完全には代替できない祖父母（親戚）は，自由放
任になったり，溺愛してしまう傾向がある。その
点では親のそばにいる「流動児童」のほうが安定
的な親子関係を享受できるといえる。また「留守
児童」の場合，農民工は子育てに関わっていない
ため，もっぱら経済面で子どもを満足させようと
して多くの小遣いを与えしまい，そのことが学校
外での不適切な行動，遊びすぎによる不登校，さ
らには犯罪へとつながっていく場合もある。
(2)「留守児童」の抱える問題点
“留守児童は成績のよくない子の代名詞である，,
といわれている。「留守児童」には,教員側と保護
者側から見ると成績がよくなく，自閉的で劣等感
をもつ子が多くいる。特に親が出稼ぎに出た後に
成績の低下が顕著に見られる31)。四川省の仁寿県
では,１００万人の農民工のうち半数以上が他の都市
で就労していたため，義務教育段階にある「留守
児童」がおよそ１３．８万人に達した。県の教育局の
責任者は，県が行った2,000人の「留守児童」に対
する学力調査では，４８％の子どもの成績がよくな
く，ほかの40％も中間以下のレベルにとどまって
いると紹介している32)。
－時のお金を稼ぐことが，子どもの生涯に影響
を与えている現実に対して，農民工はどのように
考えているのか｡－人の農民工の言葉を引用して
みる33)。
４農民工の子どもの教育問題に対する対策
農民工の子どもの教育問題はさまざまな側面か
らとらえることができるが，ここまで「流動児童」
と「留守児童」の立場からその現状および問題点
を明らかにしてきた｡両者は教育環境が異なるが，
都市部の子どもよりも深刻な教育問題を抱えてい
る点では共通している。これらの教育問題は農民
工の子どもの問題というより，中国の社会制度・
教育制度に内在する問題であるといえる。
これまで明らかにしてきた実態を踏まえて，筆
者はまず義務教育段階にある子どもたちに対する
教育保障の徹底を改めて提起する。憲法は第46条
によって,「中国人民共和国の公民は教育を受ける
権利と義務をもつ」と定めている34)。ついで「国
家は青年，少年，児童の道徳，智力，体質などの
方面を全面的に発展させることを支援する」と定
めている。だが，現実には農民工の子どもに対す
る教育を受ける権利，国家による保障はかなり不
十分であることが指摘できる。なぜならば，すで
に見たように，彼らは義務教育を受ける権利さえ
確実には保障されていない現実があるからである。
農民工の子どもの教育問題について，牧野篤は
「義務教育学齢期にある農民工の子どもに対する
基礎教育の保障は，行政的には看過しえない問題
である」と指摘している35)。中央政府は2003年か
ら農民工政策を転換し，教育問題の解決へ向けて
動き始めた。
しかし，政府は問題を解決するために最も重要
/汰当に子どものことを考えて↓'ないわけでは
ない戊家’2Fの生活を維持して↓)＜ためには
/6fｶﾝﾜj・なし％」
こう話す胡さんは四川省から江西省南昌市に出
稼ぎしており，親戚の家に預けた子どもと３年間
も会っていないとのことである。農民工の家族で
は親子関係が地理的，空間的な分離によって薄く
なっている。このような状態を変えていくことが
子どもの成長には欠かせない要素となっている。
以上のことから，「留守児童｣の教育問題は子ど
もたち自身の抱える問題や家庭教育の問題が深刻
農民工の子どもの教育問題に関する研究 1０５
な措置である財源負担については，地方政府の財
政に任せるというこれまでの方針を変えていない。
そのため，従来の地域間格差の問題が農民工のこ
どもの教育問題にそのまま反映している。貧しい
地域では教育レベルの低さと費用の抑制，経済の
発展地域では利益追求のため，農民工の子どもの
教育問題が犠牲にされた。
この問題を根本的に解決するためは，憲法の内
容に沿って現代社会に見合った平等な教育制度を
設ける必要がある。具体的には中央政府の財政調
達を通じて地域格差を是正し，義務教育段階にお
けるすべての子どもに基本的な費用の負担を免除
することを通じて，すべての子どもに教育を受け
る権利を保障することである。
しなければならない。
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